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といった小説のジャンルがある O
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期、

され、それによると、清代末

(以下、 f渚末民初」と略称。)

された小説は、七千P4百種類玖上にのぼっている

という。近年、文化史の方面で近代小説の発生に

対する研究が進んで、持に大衆メヂィアの伝議と

小説の関係にゥいての研究は多様化を見せているの

中国出内では、更に三千百以上の項目が加えられ

(樽本照雄編、

中 、新文学運動が現

れるに来るまでの二十年間(一八九七~一九一

、治末民初に於ける新小説の発展は、三

階、第一段階(一八九七~一九O六)、

(一九O七~一九…)、第三段階

されている④。実際、

おり、本

る必、要カまないと思うの

じるが、

と新聞メディアの伝播と

一上海最初の英字新開

上海は、 き文化中心地に最も注日
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ヘンワー・シェルマンが死去の版権が売られ、
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7vorth China Herald" を引き受けたイギ

リス入のチャールズ・スベンサ…・キャンプトン

Spencer Compton)は、王年間半(1856.

5.17 -1861.12.31)の間に新開発行の拡大に努めたり

ブに五九年、“TheShipping News" (r毎日

聞紙j、日干IJ)を発行し、 !liJ 、'NorthChina & 

japan Market R，θ'[Jort" (っと革与[j本市場消息

を増=FIJ寸るむ後に ''TheDaily Shipping News 

and Market R，θ'[Jort" (一八六一年、「毎日航運与

J)と台併するの…八五

に"ShanghaiChronicle白)ffun fact and 

月llJ)を発行する。

キャンプトンは、 L海最初の中
位hineseShipping List and Advlθ)の

日、別

A八六一七

なると、

数種額もあるが、その後、

生したG ここに

るものである。

る翻訳が多く掲載され、一年後に停刊となったの

一上海iこ於けるジャーナリズムの誕生

ッ七千、遊

された。最初に

--! Uから五刀ιj-/1YU
スブイブトの fガリノすー旅行

ずっと

(顔延売著、 1]

た論文

ったむそして、一八七

、中

われている f椿都立[林

の訳文が掲載された。

Jff題書名の記載も

によれば、議勺

と署名した本人の氏名は、 ち

あるというのかれは杭州の入、

知事を務めたこともあるし、日本にも行ったこと

がある。若手干や翻訳書は多数ある(

な

行自主~は、

(1872~ 1949)が誕 のある文人たちを引き付け、

メージャー (Ernest

ビジネス

(“Chinθse 

営方針に

入、アーネスト，

とその友人の一 i

骨発行された ~Î~

が拡大されていくと再時に、同系列の

出版事業も増やされていくりその結果、一八七二

月、月刊誌日義環別記j(‘八七 ~liíf に
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を提供することにあった る。こうして、

の文芸誌として、初めて文人とメラ日

;千三月、 中
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一八九八年八月存刊日 国勢論」、「アメ

た十五年の開に、 j青末の政治、 などが掲載されたり最初

に関する様々なニュースが掲載され、 フランス語、日本語、

開化の事象、およびLI本の官俗などに関し どの記事も訳される。

ても凶保で多数紹介された⑤。 に関する熱心な

ところで、 i二海で、中[~入院身による新開発行は、 かった。

ほ;南製造局、一八七三年四月〉であ

り、これは岡洋諸岡のニュースなどを'1'心とした

六月、

国強兵Jの
卜.海に兵器

閣僚や

しか読むことができず、後に 1皮民衆にも

開放となる。斗持、内部新開として上大夫階級の

ほど盛況であった。それに対し、その

梁枠組、

やって

により発行された

五

は、幕僚の張;之溺

を作り、一八九

国公慨を務めていたJ等との協同で¥ A八九六

務報<~ Chinese lJ..r"，，，...n<.'，-' 

1896.8 -1898.10、 r-.海時務報館)を発行したり

をするの主な資金j原は葉遵室;のIH
の特色は、意気投合の

ら社会的事件の

報道をqJ心とした他の新開と
中
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した。例えば、

三ヶ月の問、議後二十一号にわたり掲載さ

Ii-t.必

可}'

べしり識

三になっている! 学問を愚氏に孝文えることは、

二今日の中出を救う第 J 義となっている 1J⑥ 
と語っている。その頃の中leRj社会で辻、小説は

裁の力を持つことに対して設に案要綱されるよう

えば、 トマス・ハックレーの

など岡洋の思想を翻訳した



j器戦末終iにおける新ノj、説の万本鋭

した

の|本館前印説部縁起」の中で欧米や日本の例を

t~f、「欧米、東j巌 (IjI用注:日本)は、彼等;文明

開化の時、往々小説の力を借りていた。J⑦と触れ
ている O このように、小説は文明開化の時代の中

八八二年五丹創刊)であるという

n雇報』に刊行された際に、 f第-奇書野史線長n
と題する H鍬で印刷された。章回体の小説、全部

で二O巻(刊行実態は不明)であるのところで、

は、清末に現れた最初の近代的小説であるの

は上海の花柳街を舞台に赤裸々と拙かれた…働種(の

暴露小説で、あり、伝統的な才晶子住人の愛情小説と

はまた違う緯類の世街化の写実性を

とは違って、

も有名なの辻、

日刊、一八九七年八月ニ四日~一九O

八年七月二回目、発行者:李宝嘉)の鶴子Ijであった。

[遊戯報』は、清末に於ける「休閑小報Jの開祖
といってもいい。『遊戯報Jの刊行は大成功を収

に一般市民の好奇心を注ぐため、日常

を中心とした記事報道の織も拡大され

どと

とした

、メディアを

とした近代商業都市の上海と官接なつながり

を持っていた。李宝嘉、日Ij名李{白7亡、彼は江南地

点から上海にやって来て、初めに日目南報j(日

を発行した。最初は社会的事件を取材して報

も

似通った内容の新聞も次々と発行された。例えば、

f笑報j 八九七年|イ]二[])、 f消閑報j( . 

八九七年十一月二四rj)、 f海上奇間報j([uJ 時に
も発行)や f趣事問、 f采!弘報j、j通{もこ

、F

'-
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れらの編集方針は、消間にある。

九八年五月)の主筆孫家振は、自ら執準し

文章を新聞に掲載し、彼の創作した小説 f海上繁
華夢』を f釆風報jに連載した(毎回 2ページ)0 

この小説は上海の都市生活を舞台に創作されたも

のであるのこのように、土、海で

ることが多く、

メディアの古説を担う一面も果たしたのである

上海は、中凶のどこよりも時代の最先端をおんだ

メディアを中心とした商業都市が現れてきたの

以 kを見るに、治末期に現れた最初の小説は、

な文人の書斎から生まれるものでは

と新語メディアの伝播と

織部胞と『新小説』

清末の中陣|知識人に衝撃を与えたのは、日清戦

日清戦争後、

行ったの

j去の詔書:が附されたが、百日間経たものの、

九月二一日、西太后を中心とした保守派のクーデ

とも呼ぶ。)

く

った。

梁平等起は亡命先のH本で、輩d需の:友人から
説 H来人之奇遇Jを紹介され、政治小説の社会的、
政治的役割を知るに烹ったのそして、横浜で華僑

から資金を得て f治議報(一八九八年十一三月て

三Ll)を発行したむ第一~昔に梁摂詔による f住人
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ゥたという。梁啓起の日本語教師

との共著『和文漢読法j

刊行された。ここで、任公と署名した淀:持組の論

説「訳印政治小説序J(一八九八年)の言葉を見て

みようり

口に

しないものはなく、往々一書が出版されると全

国の議論はそれによって一変したりかの米、英、

独、仏、漉、伊、日本の各!叫政界の日に進歩す

るのは、政治小説の功が最も大きいとされる。

英樹の某名士は言った、小説は出民の魂で島る

と、誠にそのとおりである

そして、 日 の中でもこう

いる O

日本の維新運動の成功辻、小説が主な役割を

果たした。明治十五、六年問、民権自由思想、の

声が|玉|中に溢れ上がった。岡洋小説の中でブラ

ンス革命やローマに関する物語は次々と翻訳さ

れたりまた『自由j、f自由燈Jの書名がrHll1現
れてきた。翻訳も謹んになり、

名士でもある)など。最も影響力があったのは、

f経同美談』と『佳人之辞i聞のニ作であった。⑩

上記の二つの文章では、小説の啓紫i笠と社会的
効用が強調されているが、梁啓紹の与えは、実は

彼の師である

日

その

ていたむその影響を受けた

の中で条項を立て

論じ、「学校総論jの条項Tはがj学教背や女学教

背などについて触れている (r飲氷場合集J第 l巻、
中華書局、二00ニ年)り政治家としての梁啓超

は、『日本書H志、j、f日本維新変政考Jなどを持
つ療有為の思想、にかなり

察される O

の人間社会を支配する力についてこう述べているO

A同の|玉|民を一新するには、まずその同の小

説の革新が必要であるのだから道徳、を革新しよ

うとするには小説の革新が、宗教を革新しよう

とするには小説の革新が、政治を革新しようと

るO

が、真接関識に人を毒していることは、これほ

どまでにゲどいものである一ーたと

を読まないとしても、これら

会にしみこんでいて、そんな風潮ができている

のだから、生れないうちから、もうその遺伝を

うけてくるわけだし、この世に生れ出ると、ま

たそれに感染されるので、知恵のある賢い人間

でも、自分でそれから抜け出ることはできない

ら時接というものである。[.・・

ああ、いつまでもこのような状態にしておいた

ら、わが国の将奈がどうなるか問うまでもないり

しようとするならば、
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必ず小説界の革命からはじめねばならず、!玉!民

を一新しようとするならば、必ず小説から

らないので、ある。

この

ついて四種類もの

(薫染)、二、

どの信仰は、すべてそれらの感染}Jから来ている

と断定し、しかもそれら

などにあると断罪した。

通て、 これほと手古典小説に対

そのような断罪は、

ない…両も浮き

り提起き

説への否定につながるかは別問題であろうの

二卜世紀初搬に政治小説の社会的効用を持ち

たのも

したといえようゥ中

る梁}渡部の否定説が適切で、ないのは明白であり、

中間関内の研究者の開でも様々

出ているゆりだが、

定説が現れたこと自

いて考えてみたい。

梁称紹は、 f苦労第-号に

る

きものである

と

ち著者自身の抱く政治思想を吐露すること。その

中間の枠組みにあり、事実はすべて空想に

由るoJ(一九O二年卜 A月)と述べているりそし

て、

中
、，
、ー

ミはカタルシスの物誌とみることもできる

子生誕後の二子ILYYiI三年、 11[]'G一九六一

月一日、

前の一九O三年まで遡って、その年に旅}II長旅行へ

出かける二人の維新車-_1:に

その中で、

、維新変法、
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ないし帝政ロシアによる旅)llfiの殖民地支配の摘発

などに触れられている。物誌の時間は、一九O三

ら畠九六で年までの六十年間であり、語り手

りとなっているのこの小日見に

りの叙述法は、 1894年、

広学会より干Ij 年一

Brllamy， "Lookumg Backward )とい

を受けていたねこの本は、

るかは不明だが、

りの叙述

にも見られなく、ほかにも

、時間の講或と語り子の

、梁超の求めよ

うとする新小説の境地に基づいたものと思われる。

凶未来記jのf本裁はr'-l話小説の:挙国体であ

るのに対し、政治小説的な語りをf昔りて登場人物

によるn分の政治的
日本の政治小説会、ら

官

、'-

は政

として、雑かに当時に現れた一種の新しい

小説の形式で、あり、理想小説でもあるといえよう

中間同内の研究者では、梁平等紐と日

ように指摘されてし=るの訳

文の正確さ 文を掲載する

，在梁f白脳

罪大致相[司的試訳。

ワIj差中国，界致了
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i.'lJ 
、 ノ子、

には日

得られたのだった。(. . . )梁超により「政治

小説jが中国に導入されたことで、

観念が崩壊し始め、

の本当の意識はそこにある

勿論、それは、 f小説界の革命jにより小説の観

念を徹!底的に転換させたと意味するものではな

い(筆者訳)

明

、ザ 、明治の小説観念の変化と

紹の認識についてやや不明瞭な点があるので、誤

を生む可能性があるりつまり、著者の吾う f政
ししりj、説の観念とし

されるということであるのこの理解に従えば、梁

啓紹による設治小説の導入で、信統小説の観念の

崩壊につながるわけで、ある。確かに政治小説が中

盟に一定の社会的影響を及ぼしたことは事実であ

るが、来:たして

ながったかは複雑な問題も絡んで、疑問が残ってい

るの「政治小説Jに関して、どのように理解すれば
いいのか。ここでは、日本の政治小説と小説の観

ついて次のように

述べている

おそらく、

った古いもののよせあつめであ F、

ょせあつめにすぎなかったために、継続的な発

嵐をするだけの生命力を持ち得ませんでした。

それでも古い:要素の組合せからおのずから新し

いものが生まれた点もあるので、

作や人摺本の形で述べられるということは、ぞ

れが…部の学者の顕のなかだけでなく、

しかけていることを意味しますし、

ーた学生たちが、西洋の政治家の

伝記や、国家の興亡史に興味を持つようになれ

ば、彼等の関心は新社会にたいしてより

になったわけで、あ-ハ

とさらに密接に結ばれたことになりま

「昌吉jといい、「平等J独立jというような
封建的な社会関係打破に用いられた理念が、た

んに政治的な観念でなく、人間生活の全般にか

かわりを持つ以L 当時の白

たんなる政治連動以土の、

後であったので、

じ幹から出た二つの枝ということが云えます口

(... )政治小説仁、その後の日

かったさまがまな可能性を見ること

に新しし

日すべきです(...) ( 70~79ベー

ジ)

しい小説の観念として捉えるよりも、

文学として継続的に発展するだけの生命力をまだ

得なかったという点であるの El本の政治小説

の分類は、必ずしも定説があるとはいえないの柳

田泉氏の名著『政治小説研究j(上・中，下、春秋

では、強義の政治小説の視点で稗

史小説などは非政治小説として分鎖されているが、

一方、山本長氏は著書『小説の維新史一一小説は

(A走馬番房、

と見ているのである。こうも理解してよかろうが、

、やや狭義の政治小説として捉えてい

るのに対して、

スとしての〈政治〉

えている

チィク

を考

住
m
H
H
U
 

などに見られるように、日本の

しも政治改良や問民啓蒙といっ

た政治的観念を以って:登場したわけでもないよう

である合実際、国民間家の建設を目指す明治とい

う時代の中で、政治小説に限らず、あらゆる

の首説が形成されていくのである。確かに

-41 
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期の段階では政治小説は、啓蒙的な言説としての

を来たす一面もあったが、それ以降、様々な

続念小説、例えば、家庭小説や社会小説などと

ものが生まれてくるのである 3

る、成いiま新世紀の到来を予離する探偵

小説や科学小説などと|可棟、政治小説が登場した

のは、ある

であろうの

との出会いは、小説の伝播力を考えると、

歴史的想像の物語としてのく語り〉を学んだと位

置づけるべきものであろう O その頃の清国では、

まだ政治小説も誕生せず、小説を娯楽中心とした

り得た

とかいうf武に、

レベルでどこまで認識されたかどうかは疑

問にも思われる。説って、全く新しい小説の観念

として日本の政治小説に求められたものとはすぐ

に考えにくい。物語とく詰る〉主体との関係で日

る理解は、政治小説を、

しも自由民権運動に生まれた一種の言説として捉

える必要がなく、物語や

も見る必要性が迫られていると思う O

梁;啓脳と故治小説の関係において、特に政治小

田清末の新小説

一九Oコ年、議浜で創刊された間五小説jは、 A 

巻(全12号〉だけ発行されたの f新小説』の

く新小説>Jの出だしで刊
史小説J、

も設けられたのそ

f新小説』第一巻第七号から〈小説叢話〉の

、およ

家の道徳な

に移られた f新小説Jの糊集方針は、既に
に愛想、を尽かし、小説の政治的効用にも

あまり興味を示さなかったのである。この期

も多数刊行され、読者の貯奇心を

などといった内替が多かった。後に現れ

る新文学運動の主唱者の品入、諌独秀の論文も

一方、政治小説の効用や維新変j去に関

三ヵ月

~ I:tRして注目すべき新説の提起は見られないが、 ~一九三

Min Choong Bou，一九O二

が発行される。そこに連載された梁

かれによる「小説界の革命J説⑬の捷揺が小説界 は、大きな反響を呼ん

に及ほし きない。これは小説改革

骨叫して初めて出されたテーゼであるのそ

的メディアの効果が連成したこの新開辻、中出陣l

内で大反響を呼び、発行部数は一万部にのぼった

を改良し、同民を啓蒙させ、

らないということ

である O 伝統文学のなかで小説の地位は、詩文よ

り比べ物にならぬ程低かったのに対し、梁体舶に

より、新しい時代の中で確かに新小説の地位を

めた積駆的な意;義があった口ぞれと同時に、小説

して、それを以って同民

という O

蒙しようと考える伝統文人としてのもう一面も窺 いにも

われるだろう D そもそも消末に最初

メヂイアの中から生まれたもの 報jを

である Q 清末に於ける新小説の変容は、何よりも

近代上海における新開メディアの伝播で提えるべ

きものではないかと思われる D

… 42ー

を迎える心

に日本東帳同文会発行の n同j文活関
が刊行される~.世界
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ぺきなのは、

である。この新聞に李宝嘉の湖刺小説

記jが連載され、現実社会を題材とした小説の部

よりも

、殆どナ?のニュー

は、

、読者層を拡大

してし￥くのその頃の上海では、

同未来記Jなどが発表され、
としたそれら

るという定

それ以降、

小説嵐で法末の時代変動ぶりを描き、

を博し →九

いる

には、

民(二にセ革命)という風に、

前を那撤して文明開化の息吹が吹き

込まれている。また日本留学をした人物が弁髪を

かった。その他にも

とし、つ

られない。

えられるようになる O 魯 の中で清末の小説につ

られているは、調束iJ小説として世に現れると、 いて次のよう

その種舶の小説が上海でも

に、李宝嘉の小説

説

~ ~いて過

みよう。

中国の小説は、 n需林外 る前には

社会的描写が少なく、内容は殆どお坊ちゃんの

落ちこほれや乞食に転蒸するお嬢様の有議、ま

を持って、文芸の功利性を知って

いるので、その筆で麻滞した民家に向かつて、

これ以 t愚昧になってはいけない、能辱された
を蒙られた者が立ち上がるべきだと、

、李宝嘉は更

f文明小史jや[活地獄jがある。 r文明
(商務印書館、一九O三年、

43-

(ヲIffl t主:正しくは「光緒川捷子 (-jL

以後、糾弾と摘発の小説の最盛期を

たりというのは、嘉壊以来、しばしば内乱(白

太平天同、捻軍、回教徒)を平定したけれ

ども、外敵(イギワス、ブランス、日本)にもし

させられて、しがない民衆は、

をすすりながら、反乱平定の武勲の

急、議、改革を考えて、

を呼びかけてい

たが、「富田強兵Jにとりわけ関心を寄せた。
1え!え政変はヌド成功であったので、二麦、す

なわち捷子の年に、

民衆は、

ようになっ

されているこ

し、弊害

し、ある時は、さらに拡大し

をきび

ま

でも罵例したむそれは世の中を毘正することが

り、調利小説と同類に見えるけれども、

さがなく、あまり

にも誇張した表現をとって時の人々の好みにあ

わせさえしたから、その合蓄と技巧の隅たりは

きかったのだから区別するために料弾と摘発

ということにする G その代表的

甫亭平長と 人とであっ
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李宝痛のことである。学

といい、江蘇省武進の人であったの若いときか

ら制芸と詩斌に才能を発掛し、第‘番で秀才に

合構し、何回か郷拭

や滑稽小説や勢i宵小説が多く
ら独立した

噴出されていたり呉沃拐には、一人称の自伝

的小説 r十年FJ
たので、上海へ赴いて、 したが、 し

まもなくこれを止めて、号IH暢 を

し、滑稽と時!騰の文章を執筆したりのち、この

新聞の「営業権jを商人に売り、さらに加に『海上繁

を経営し芸妓や役者の動静を報道し、

を掲載して、非常に

JLO ‘年〉であった。

人)は、上海で脅I]+IJ、一九O八fド九月停刊のこの

韓誌の編集者は、小説の帯美的情聴を重視し、中

同の古し して

小説

と社会の関係を捉え;賞した。ブランスの小説は多

く翻訳された。編集者の曽撲には融開IJ小説

がある。

この小説の手法に対し

人が

の糾弾小説や摘発小説を宵定的に捉えていた。将 発表した ょうの

時、この事件を題材に警かれた小説も

上海では

O三年)、 f月月小説J( .九O

〈一九O七年〉

小説雑誌と

されたが、

に、笹か10期しか

編集者:~.~沃尭等)は、

、一九O八年ト二月

の中で、

になる。J⑪と述べ、専ら小説の政
を主張する梁啓紹を誌に批判しているの

その編集方針のもとで、 pj月小説J

今の時代は、文明交通の時代であ号、また小

もある。わがドiの陣|民自治もま

'あり、教育の改良も未だに普及の

段階に達していない。科学はまるで骨董の如く

を絞って、

くの如くである

虚無党の崇拝、環弾や拳銃、

を
11:: 
u 

の子段など、社会に於ける小説の影響は、斯く

の如くであるのしてみれば、わが両に於ける

日の文明は、小説の文明と言っていい口また、

日本の政界、学界、教育界、実業界と異なるわ

も、叩ち今日の小説界の文明と

なくもないだろう

この[発子IJ引の11'で、小説は文明

あると捉えられ、最も重要なのは、小説の役割が

交通の手段として認識されたことである。このよ

うに、交通手段としての小説が社会生活にま

44-
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透しつつ、小説の視野が確実に拡大され、ある意

味では清末民初に於ける小説観の一端を物語って

いる O 世紀末ながらも世界に向けて扉を開けた治

末の上海では、翻訳された外国小説の中で、政治

小説、世情小説、探偵小説、科学小説などといっ

た主な種類が殆ど登場した。その中で探偵小説は

他の種類より遥かに多く、上海の雑誌編集者は、

何よりも伝統的な小説の筋を楽しむ中国人読者を

よく知っていたからである O 因みに、一九00年

の一上海の人口は、既に六O万人ものに達し、一九

二0年代になると、百三十万人ものにものぼって

いる O 清末期の仁海は、中同のどこよりも時代の

最先端を歩み、メディアを中心とした商業都市の

同際的地位を確実に高めたのである o r上海近代
文学史Jの中で次のように述べられている。

一九00年以降、 上海はわが同の近代小説の

大本営となった。全国の八十パーセントの文学

雑誌が上海に集中した。近代小説の作品集や翻

訳文学の作品に関して調べられるものは、殆ど

上海で刊行されている O しかも上海は、近代文

学思潮の主な発祥地でもあった。一九O二年の

端に始まった政治小説の思潮、諸責小説(勧普

懲悪)の小説ブーム、そして民国初頭に於ける

世情小説のブームもすべて上海から全国に波及

し、当時の文壇に大きな影響を与えたのである O

( . . . )いくつかの思潮や作品は、瞬く聞に消え

てしまうものもあれば、三十、四十年代まで影

響し続けていたものもある O 近代上海の文壇に

は様々な文学思潮が生れ、粗雑なものも混じっ

ていたが、中国の近代小説の発展に道を切り拓

いてくれたのである口上海が近代小説の実験場

所となったのは、文学 t-.において各種の文学思

潮を包容することができ、当時の新潮作家たち

に何よりも創作や発表の条件を提供してくれた

からである。ここに、海外文学の輸入が決定的

な起爆剤の作用となり、そして翻訳作品により、

わが国の伝統小説は、海外の文学と比較するこ

とが可能になったのである O かくして、白閉的

な文化固から脱皮できるようになった。⑩

以上を見るに、清末期に於ける新小説の誕生は、

必ずしも伝統文人の書斎から生まれたのではなく、

そのような狭い範囲を超えて、我々の想像以上に

新聞メディアの伝播、翻訳の媒体などと密接なつな

がりを持ったことが読者の日を楽しませてくれる O

政治小説にせよ世情小説にせよ、清末の新小説と

新聞メディアの誕生は、いわば双生児のように切っ

ても切れない関係にあったと領くだろう O 中国小説

史の研究者の中で、新小説の第一段階(一八九 v七

~一一九O六)では、理論的には小説の杜会的役割

と小説界の革命の必要性が提唱されたと指摘され

ているものがいる⑫が、上述のことから見ると、

新小説のジャンルは、もっと広がりを持っていた

と考えられる O 確かに小説理論としては、あまり

新味が見られず、専ら杜会的、政治的効用が強調

されたきらいがあるが、新小説としてのジャンル

は、小説の多様性を見せてくれた。無論、占典小

説の影響からは完全に脱皮したとはいえないが、

新小説の発展は通俗小説として、かなりのスピー

ドで清末期の上海に定着していったようである O

結びlこ代えて

清末における新小説の繁栄は空前であった。そ

の数や種類の多さだけでなく、内容的にも擬古小

説や世情小説、調刺小説などの他に、日本や西洋

から輸入された政治小説や探偵小説、 SF小説な

ども現れた。中国伝統文化のなかで、「詩以言志J、

「文以載道」という観念が何よりも重んじられ、

小説の地位は比べ物にならぬ程卑小だったが、清

末において新小説の台頭により、小説に対する固

定的観念がかなり変えられたと思われる O

ところで、三十世紀初頭の清末民初にはもう一

つ注目すべき文学現象があり、すなわち、「鴛驚

醐蝶派J(以下、「鴛驚派」と略称。)と呼ばれた非

常に活発な通俗文学の流派があった。「鴛驚派」

の名称については、様々な説があるが、この流派

は、雑誌や小新聞と密接な関係があったのである O

代表的な雑誌は、『小説時報J(一九O九)、『小説

月報J(一九-0)、『遊戯雑誌J(一九一三)、『礼

拝六J(一九一四)、『小説叢報J(一九一四)、『眉
語J(一九O四)、『中華小説界J(一九一四)、『小
説大観J(一九一五)といった雑誌群がある O 中

では、『礼拝六J(，礼拝六」とは週末を指すこ
と。)が最も代表的な雑誌であった。二卜世紀の

-45-
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とのせめぎ合いの中で織更!!な

論争が展開し、時代の変避の

ら退かれざるを

くむこれらについては別稿で論ずるつもりである

注

〔り :保迅 Wtf11五小説tJ:略J、『魯迅:全集JI 01潜)に所収、
習研究社、昭和六一年)

f晩清文学史j 参照、~ÍlJ英著、東方IHJ坂社、一九九六 fド

中国同内では、これまで新文学運動以詳の文学研究に

重点がiをかれ、既刊雑誌の資料編第もその方針が窺われ
るね例えば、『小|玉l現代文学期flJH緑n‘編
(総ページ数 .3701ページ。天津人民出版社、一九八八

:q.=.)では、一九一五年unに刊行された f青年雑誌J以降
のものしか拭録されていない。

rr二卜!U:紀Lfl!五!小説理論資料』前言 Jcr-.+t校
紀中|五!小説県論資料(1897-1916) JI第一巻、線千JJ;(.史;
暁虹編、北京大学出版社、ド・九八九都)のなかで、新小説

党誕の二i段階が提起されている。品、治末氏初の文学に

ついては、改良文学の段階 0894-19(5)、共和革命丈学

の段階(1906…1915)という説もあるげ現代qJ凶文学
史J、雌暁明・王又平編、湖北教育lH設社、二00四年)
(5) L点溺函i報jにみる明治11本jを参照、 1i暁車編著、
京五番問、 .00Vl:j{ド

任公「安定学報、演義報台叙J 八九七年ー・')Lfdl、
f時務報時、一八九七年
出厳綾・夏曽rLir本館i柑印説部縁荘j、n王j間報J光錯

ー八九七)'-0 Jj (r厳綾研究資料.1~こ所収、海峡

文京出版社、 hJLO年)アヘン戦争段、諸政界Iの進め
る「寓制強兵jの政築で、 1877年、厳複は海軍十下:ぶため、

イギリスヘ官学掠i設。一八七九年、三年間の留学を鰐え
た後、厳慨は恒州地位政学堂の教官を任命、 平年後に天津

北i下水制1学堂の教官を令される。 来i'!t~ヒ洋A(ß語学R~の

教務長、副校長、校長を燃任。ハーノミート・スベンサー

の円上会学J、J. S .ハミ 1レの f良舟i論j、モンテスキュー
n去の精神Jなどの翻訳がある。当時、上海の{時;務
字削、 ki$:の n五l開報n之、維新変法を殻吹するつ大新聞
として知られていたの

(狩 rrゃいi近代小報史j、1副主包著、社会科学文献出誌社、
.00五年

〈り〕 任公「日i}{f2P政治小説市J、W~青議報i 第」詩八九八

1'fω ・;丹)~~ :f)lIH、fて十世紀中国小説理論資料(1897
1916).1第一巻に所収、隙千原・麦続車工編、北点大学出版

社、 1989年
⑩ 1T:公(飲氷室 1'1111長(ー・掛け、~.i青議報j第 .1'/;，冊lこ
初出、 1899年、ト世紀1/'同小説理論資料 0897-

1916).1第一巻に所収、陳平原・夜続車工編、北広大学出版
社、 '}L八九年

梁啓越[小説と政治との関係についてJ(時五小説J第
一巻第一期、増間接言。、 Wrfl[:lil現1t文学選集JI (第一巻、

16 

法ョド・ Ji四前戎集)、増男捗綱、半凡社、昭和三八年

WJt世与{専!Iそ 梁啓起的文学活路.1 (夏晩虫[告、 rr~辞

書局、ニ六年)、 Wr!1[五i近1t太衆{専媒興iドドi近代文
c持;地関著、巴揖妻子社、二00五年)を参問。
清ヰミl<;初に文明患想、を摂取するため、文学の役割は、
U[lち政治を成長してi玉Il¥'!;を杵蒙させ、社会的現実を以破:
するものでなければならないと考える扱啓超により、

小説界の革命J、「詩界革命j、「文界革命J(文字手とは、
文体を指すもの)が相次いで提起された。それに基づい

て、梁啓組の文章にも「新小説 1，新名詞j、「新文体 j、

ないし「新培地j、「新事物jなどといった r--=1葉がどんど

ん使われ、コ卜Ill:紀初頭に中国語の白話運動に一定の影

響を及ぼしたことは蕪視できないものである。なぜなら、

この期に於ける文q:改良の連動l之、 HIlち政治、社会、
t亡の改良運動だったからであるの集って小説は、当時に
おいて最も重要視されたメディア百・説の一つであったの

ところが、晩年の梁啓越は、伽|人的鴫好により、俗小説

に対してそれほとマ興味をノJ~ さず、専ら雅の詩文に関心を

川、だ。rf11五i文学に於ける!捺:とf誌の開題は複雑であり、
時代の変符があったからといって、文人観念のなかで簡

単いは統 Aできるわけではなし、o iれ、換えれば、中l双|の
伝統的な文人とっては、文学の倍能は詩文にあり、その

功千IJ性は小説にあると立っても過言ではないだろう

f党持尚侍tu:-i設再起がj文学道路J、210ベージ、安;
焼虹著、中華書局、ニ六年

制 u員 f換P'fお林剤、史JJ1'~ゐ連譲性的…-:m~小説|、[東:)j雑

第42巻第53fに初出、 ..h[JLJ六年三}j 'I!、
代文学議文集・小説巻jに所収、中国社会科学出版社、

一九八八年

ゆに珂じ。

⑬ 呉沃発rw月汀小説.IJ事j、HJ月小説J第一則に初出、
一九O六年六月、[… 1"11t寿~'1 q存l小説理論資料 oお97
1916).1第一殺に所収、誠、下原.g:腕如:編、北京大学出版

社、 一九八九年

⑩ 演人川、説特発FIJfI~l.1 、 n軒守口 (1 ・ 6 ・集)に初出、

間近代文論選.1 (トー巻)、 λ民文学出版社、一九八
u.海近代文学史ト諌fni毎・京:i1t.七編、 t..海人民出
版社、 -九九三年

ゆ陳平総 rL~+ 世紀 rjq，Ii. 1小説用論資料JI riij討j、
紀中出小説活H論資料(1897-1916).1第 A巻、機'fJ京・安;

暁虹編、北京大学IiH品目士、一九八九年
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